
日 時：令和 2(2020)年11 月 14 日(土)

  14 時から 15 時 30 分 (開場：13 時 15 分) 

会 場：大阪市立中央図書館 ５階大会議室   

定 員：90 名(事前申込先着順) 参加費無料 
申込方法及び注意事項は裏面へ 

新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、中止または延期する場合があります。 

OsakaBookOneProject×大阪市立中央図書館    コラボ企画

はすみ   きょうこ 

第 8回「大阪ほんま本大賞」(Osaka Book One Project[略称：OBOP]主催)を受賞した

『たこ焼きの岸本』の著者蓮見恭子さんに、受賞作の読みどころや舞台となった住吉大社の

門前町の魅力についてお話しいただきます。 

蓮見恭子/著（ハルキ文庫） 

📖 著者プロフィール 

大阪府堺市生まれ。大阪芸術大学美術学科卒業。2002 年

大阪の「創作サポートセンター（当時は「大阪シナリオ学校 エ

ンターテインメントノベル科」）」に入学。2010 年『女騎手』で

第 30回横溝正史ミステリ大賞の優秀賞を受賞し、デビュー。 

大阪市図書館フェスティバル 

イベント一覧

〒550-0014 大阪市西区北堀江 4-3-2 

Osaka Metro 千日前線・長堀鶴見緑地線 

「西長堀駅」⑦号出口すぐ 

問い合わせ06-6539-3326 
（大阪市立中央図書館 利用サービス担当） 

📖 受賞作『たこ焼きの岸本』について

大阪の住吉大社近くで「たこ焼き屋」を営む岸本十喜子が商店街の面々とともに

身近な事件を解決していく物語。新喜劇のような濃い登場人物たちが繰り広げる

笑いあり涙ありの人情噺に、現代の地域社会の問題なども描かれており、まさに今

大阪で読みたい 1冊です。 



図書館では、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行って、催しを実施します。 
参加予定者数に合わせて２倍以上の定員の部屋を用意します。 

座席は、間隔をあけて配置します。 

適宜、換気を行います。 

開催前後に、使用した部屋のドアノブや机などの清拭を行います。 

職員はマスクを着用します。また、フェイスガードを使用させていただく場合があります。 
 

参加者の皆様は、以下のご協力をお願いします。 

発熱がある、咳が出る、息苦しい、味覚がないなど異常を感じる場合は来館をお控えください。 

マスクの着用をお願いします(2 歳未満のお子様は不要です)。 

入場前に、手洗いまたは、窓口に設置している手指用消毒液による消毒をお願いします。 

体調の確認のため、開始前に会場での体温測定(非接触型電子温度計を使用します)へのご協力をお願いします。 

大声での発声や会話はお控えください。 
 

※参加者の新型コロナウイルス感染が判明した場合は、個人情報を大阪府や保健所などに提出することがあります。 

申込方法 インターネットか、往復はがきでお申し込みください（事前申込先着順） 
 

※蓮見恭子さんへの質問も募集しております。いただいた質問は講演会で使わせていただきます。 

(すべての質問をお読みできない場合があります) 

ご質問のある方は、インターネットの申込フォームの備考欄、または往復はがきにご記入ください。 

※手話通訳ご希望の方は２週間前までに、電話 06-6539-3326 または FAX 06-6539-3336 まで 

お申し込みください。 

一時保育はありません。 
 

●インターネット  当館ＨＰお知らせページ(QR コード)の申込フォームからお申し込みください。 

令和 2(2020)年 11 月11 日(水)まで  

  

 

 

 

 
 

●往復はがき   往復はがき 1 通につき、お 1 人のお申込みでお願いします。 

令和2(2020)年 11 月6 日(金)当日必着 

[宛先] 〒550-0014 大阪市西区北堀江 4-3-2 大阪市立中央図書館「蓮見恭子講演会」係 

[記載事項] 往信通信欄：お名前(ふりがな)・住所・電話番号・蓮見恭子さんへの質問(あれば) 

復信宛先欄：住所・お名前 

 

※迷惑メール対策で受信メールの制限をしている場合、図書館からのメール（ドメイ

ン名 oml.city.osaka.jp）が受信できる設定をお願いします。設定方法の詳細

は、お使いの携帯電話会社等へお問い合せください。 

※申込後、図書館からのメールが届かない人は 06-6539-3326 までお問い合わせ

ください。 

当館HP お知らせページ 

https://www.oml.city.

osaka.lg.jp/?key=jo56

vxi45-510#_510 

📖 Osaka Book One Project（略称：OBOP）と 「大阪ほんま本大賞」について 

「大阪の本屋と問屋が垣根を越えて一冊のほんまに読んでほしい本を売ろう」と集まった大阪の文学賞で、2013年に制定さ

れました。選書の条件は、①大阪に由来のある著者、物語であること ②文庫であること ③著者が存命であることの３点。

特徴は、売り上げの一部を使用し、大阪府社会福祉協議会を通じて、児童養護施設へ本の寄贈を行っている点です。図書

の選定を児童養護施設に依頼し、子どもたちに選ぶ楽しさ、本を読む楽しさを伝えています。 
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